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「
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙

区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
、
次
の
一
般
選
挙
に

係
る
議
員
定
数
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
定
数
は
、
六
十
三
人
（
現
在
の
六
十
五
人
か
ら

二
人
削
減
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
定
数
に
基
づ
く
各
選
挙

区
の
定
数
な
ど
の
変
更
は
、「
水
戸
市
選
挙
区
を
現
定
数
七

か
ら
一
減
し
、
新
定
数
を
六
と
す
る
。
筑
西
市
選
挙
区
を

現
定
数
三
か
ら
一
減
し
、
新
定
数
を
二
と
す
る
。
東
茨
城

郡
南
部
選
挙
区
（
現
在
は
茨
城
町
及
び
大
洗
町
）
を
茨
城

町
単
独
の
選
挙
区
と
し
、
現
定
数
二
か
ら
一
減
し
、
新
定

数
を
一
と
す
る
。
鉾
田
市
選
挙
区
に
大
洗
町
（
現
在
は
東

茨
城
郡
南
部
選
挙
区
）
を
合
わ
せ
、
現
定
数
一
を
一
増
し
、

新
定
数
を
二
と
す
る
。」
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
平
成
二
十
五
年
四

月
か
ら
当
分
の
間
、
報
酬
月
額
を
十
万
円
減
額
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
議
員
定
数
の
削
減
と
併
せ
て
行
財
政
改

革
の
視
点
か
ら
行
う
も
の
で
あ
り
、
定
数
減
（
二
人
）
及

び
報
酬
減
額
（
定
数
減
後
の
六
十
三
人
全
員
の
報
酬
減
額

の
合
計
で
五
人
分
相
当
）
で
、
七
人
分
の
経
費
の
削
減
が

図
ら
れ
ま
す
。

次
の
一
般
選
挙
に
係
る
新
た
な
議
員
定
数
が
決
定
し
ま
し
た

　

本
委
員
会
（
西
條
昌
良
委
員
長
）
は
、

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
影
響
か
ら
の
回
復
や
、
道

路
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
復

旧
・
復
興
と
相
ま
っ
て
、
本
県
の
活
力

が
一
層
高
ま
る
よ
う
な
諸
施
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
、

平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日
の
第
一
回

委
員
会
以
降
、
十
六
回
に
わ
た
り
調
査
・

審
議
を
重
ね
、
定
例
会
最
終
日
に
元
気

な
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
基
本
方
向
に
つ

い
て
、調
査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆
最
終
報
告
要
旨
◆

　

県
の
活
力
を
高
め
、
元
気
な
い
ば
ら

き
を
実
現
し
、
日
本
の
発
展
に
も
貢
献

し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
県
の
持
つ
強

み
と
特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら

茨
城
の
魅
力
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創

出
や
定
住
人
口
の
確
保
、
交
流
人
口
の

拡
大
な
ど
、
県
内
産
業
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
諸
施
策
を
戦
略
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

中
で
も
、

第
一　

新
規
企
業
の
誘
致
促
進
と
既
存

企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
強
化
。

さ
ら
に
産
業
に
マ
ッ
チ
し
た
人
材

の
育
成
・
確
保

第
二　

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
機

関
の
集
積
を
活
か
し
た
科
学
技
術

の
フ
ル
活
用―

産
業
技
術
総
合
研

究
所
を
始
め
と
す
る
研
究
機
関
と

の
連
携
強
化

第
三　

本
県
の
南
北
格
差
を
是
正
し
、

県
北
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
発

展
・
活
性
化
を
支
え
る
縦
貫
基
幹

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

第
四　

茨
城
港
、
茨
城
空
港
の
一
層
の

機
能
充
実
と
新
規
航
路
の
開
拓

第
五　

東
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
の
い

ば
ら
き
観
光
の
創
造

に
つ
い
て
、特
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、

執
行
部
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

○
地
域
の
産
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
新
た
な
分
野
の
人
材
育
成
が
求
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
高
等
学
校
の
学
科
改

編
や
教
育
内
容
を
工
夫
し
て
特
色
化
を

図
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
。

二
、
中
小
企
業
の
成
長
分
野
進
出
へ
の

支
援

○
つ
く
ば
に
集
積
す
る
研
究
機
関
の
成

果
を
活
用
し
、
新
製
品
・
新
技
術
開
発

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
育
成
を
図
る
べ
き
。

三
、
科
学
技
術
を
活
用
し
た
産
業
の
活

性
化

○
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
の
連
携
に

よ
り
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化

や
世
界
的
ナ
ノ
テ
ク
拠
点
の
形
成
に
取

り
組
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
国
際
競
争

力
強
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
解
決

に
向
け
た
機
器
の
開
発
を
推
進
す
べ
き
。

四
、
人
・
モ
ノ
の
往
来
を
活
性
化
す
る

た
め
の
取
り
組
み

○
高
規
格
道
路
を
含
め
た
陸
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

特
に
県
北
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
新

た
な
交
通
軸
に
つ
い
て
の
検
討
を
含
め
、

道
路
整
備
を
一
層
促
進
し
、
産
業
振
興

や
過
疎
化
な
ど
の
喫
緊
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
る
べ
き
。

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

最
終
調
査
結
果
を
報
告

◆
議
員
辞
職

　

十
月
三
十
一
日
付
で
梶
岡
博
樹
議

員
（
守
谷
市
選
出
）、
十
一
月
十
九

日
付
で
田
所
嘉
徳
議
員
（
筑
西
市

選
出
）、
狩
野
岳
也
議
員
（
か
す
み

が
う
ら
市
選
出
）、
十
二
月
五
日
付

で
菅
谷
憲
一
郎
議
員
（
古
河
市
選

出
）
が
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
議
員

　

十
二
月
十
六
日
の
茨
城
県
議
会
議

員
守
谷
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
で
小

川
一
成
議
員
、
か
す
み
が
う
ら
市

選
挙
区
補
欠
選
挙
で
外
塚
潔
議
員

が
当
選
し
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
十
七
日

付
で
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

※
古
河
市
選
挙
区
及
び
筑
西
市
選
挙
区

に
つ
い
て
は
、
定
数
が
二
人
以
上
で
あ

る
た
め
、
補
欠
選
挙
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
当
該
選
挙
区
の
欠
員
が
二
人
以

上
に
達
し
た
と
き
、
又
は
知
事
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
に
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予

算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算
審

査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

細
谷　

典
幸

副
委
員
長　

川
津　
　

隆

委　
　

員　

西
條　

昌
良

　
　

〃　
　

田
山　

東
湖

　
　

〃　
　

錦
織　

孝
一

　
　

〃　
　

福
地
源
一
郎

　
　

〃　
　

本
澤　
　

徹

　
　

〃　
　

横
山　

忠
市

　
　

〃　
　

鈴
木　

亮
寛

　
　

〃　
　

石
井　

邦
一

　
　

〃　
　

舘　
　

静
馬

　
　

〃　
　

西
野　
　

一

　
　

〃　
　

神
達　

岳
志

　
　

〃　
　

先
﨑　
　

光

　
　

〃　
　

宮
﨑　
　

勇

　
　

〃　
　

鈴
木　

定
幸

　
　

〃　
　

青
山　

大
人

委　
　

員　

齋
藤　

英
彰

　
　

〃　
　

江
田　

隆
記

　
　

〃　
　

臼
井
平
八
郎

　
　

〃　
　

八
島　

功
男

　
　

〃　
　

大
内
久
美
子

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
議
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

飯
岡　

英
之

       

副
委
員
長　

伊
沢　

勝
徳

       

委　
　

員　

葉
梨　
　

衛

          　
　

〃　
　

田
山　

東
湖

           　
　

〃　
　

磯
崎
久
喜
雄

         　
　

〃　
　

石
田　
　

進

　
　

〃　
　

村
上　

典
男

　
　

〃　
　

青
山　

大
人

　
　

〃　
　

半
村　
　

登

　
　

〃　
　

高
崎　
　

進

情
報
委
員
会

　

情
報
委
員
会
は
、
県
議
会
情
報
公

開
条
例
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
開
示

決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て

や
議
会
広
報
の
充
実
に
つ
い
て
の
調

査
な
ど
を
行
う
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

菊
池　

敏
行

副
委
員
長　

萩
原　
　

勇

委　
　

員　

荻
津　

和
良

　
　

〃　
　

石
井　

邦
一

　
　

〃　
　

石
塚
仁
太
郎

　
　

〃　
　

加
藤　

明
良

　
　

〃　
　

下
路
健
次
郎

　
　

〃　
　

設
楽
詠
美
子

　
　

〃　
　

飯
田　

智
男

　
　

〃　
　

八
島　

功
男

監
査
委
員

　

県
民
代
表
の
立
場
か
ら
適
切
な

県
予
算
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
、

監
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

飯
塚　

秋
男

            

山
岡　

恒
夫

条例の提案説明を行う
海野　透 議員

特
別
委
員
会
な
ど
の
新
人
事

議
会
人
事

　

十
二
月
六
日
に
茨
城
県
議
会
の
永

年
在
職
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
議
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

二
十
五
年
在
職　
　
　
　

  

海　

野　
　
　

透　

議
員

石　

川　

多　

聞　

議
員

永

年

在

職

議

員

表

彰

十
五
年
在
職　
　
　
　

  

細　

谷　

典　

幸　

議
員


